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 高校生が地震についてどのような意識を持っているかを調査することは、義務教育においてどの程度に基礎

的な知識が定着しているかを知ることであり、高校において理科教育および防災教育を推進するうえで欠かせない

資料である。 

 栄東高校（埼玉県さいたま市）の生徒を対象に、 

２００３年９月に「地震アンケート」を実施した。対象としたのは、選択演習の地学を受講している１，２年

生、物理の授業を選択している２年生、そして理科研究部の生徒１，２年生（以上、合計５８人）である。アンケー

トでは、１つは地震についての科学的な理解に関して質問をした。もう１つは、地震についての日常からの備え（物

的備えと心の備え）に関する質問をした。設問は選択肢を○で囲む形式と考えを記述する形式の両方で構成した。

「質問の内容と得られた回答」の一部を以下に紹介する。 

 「震度とマグニチュードの違い」については、「自信をもって説明できる」と回答した生徒が１４％、「なん

となく分かる」が５２％、「言葉は聞いたことあるが、説明はできない」が３４％、「聞いたこともない」は０％で

あった。 

 「大地震に備えて、普段から自宅でどんな対策をしているか？」という問に対しては、「避難場所の確認」と

回答した生徒が５９％を占めた。なお、「何も対策をしていない」と回答した生徒が２９％いたことも気になった。 

 「首都圏に大きな被害をもたらす大地震は、いつ頃に発生すると思うか？」という問に対しては、「２００５

年までに発生する」を選んだ生徒が３４％を占めた。一方で、「自分自身が生きている間には発生しない」を選ん

だ生徒も２３％いた。「発生してほしくない」という願望を含んだ記述も目立った。 

 「東海地震は予知できる（公的に予知情報が地震発生前に発表される）と思うか？」という問に対しては、「予

知情報が地震発生前に発表される」を選んだ生徒は２１％であった。これに対して、「発表される前に地震が発生

する（「予知自体が不可能である」を含む）」を選択した生徒が７９％を占めたことが特徴的である。 

 高校生の地震に関する意識に地域による違いがあるかどうか検証するために、数越（2003）による神戸市の

被災経験のある高校生の意識調査と埼玉県の結果を比較検討を行ない報告する。 


